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クオリス／ 枝番処理と患者番号データ識別番号対応までの操作手順

クオリスのデータを元に FF1 ファイルを作成する場合は、対象月の社保、国保のレセプトの枝番処理をする必

要があります。

クオリスでは下記のようにカルテ番号に区切り記号（＊アスタリスク）があります。

1．「カルテ番号成型ツール」の使用方法

「カルテ番号成型ツール」（https://cypher.ne.jp/ReID_install3.zip）をダウンロードして zip ファイルを解

凍（すべて展開）し、下記の手順で登録済みのレセプトおよび今後登録するレセプトを修正してください。

※ツールの ZIP ファイルを展開して頂くと、利用法が記載されたテキストファイルが入っています。

1）「ReID_install3」フォルダ内の「01_reid-install.bat」ファイルをダブルクリックで実行します。

下記の画面が表示されるので、「enter」キーなど何かキーを押してください。キーを押すと画面は消えます。

2）SELF を起動してブラウザ画面の URL（例：http:127.0.0.1:8008/receview/）をコピーします。

・新しいタブを開いて URL 末尾「receview」を「reid-form3」に書き換え［Enter］を押します。

（例：http:127.0.0.1:8008/reid-form3/）。
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3）「電子レセプト：カルテ番号成型ツール」の画面が開きます。

4）除去する枝番記号：記号（ ― ）ハイフンを（ ＊ ）アスタリスク（半角英数）に変更して「実行」

5）枝番処理されたカルテ番号が表示されるので、最下段までスクロールする。

6）ファイルのリンクをクリックすると、ダウンローダを経由して成型後のファイルがダウンロードされます。

・ダウンロード後のファイル名は「（[YYYYMM]提出_[社保/国保]）RECEIPTC.uke」ファイルとなります。

対象月の社保、国保のレセプトにこの作業を実施して枝番処理を行います。
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２．SELF を起動して「電子レセプト（RECEIPTC.UKE）ファイルの登録」から枝番処理した対象月の社保、国保の

レセプトを登録する。

３．島津対応 DPCEFGList の作成

1）クオリスの Qualis ログイン後のトップ画面の右上にメニューがあり、その中の①「検索・統計」の中の②

「データ提出加算出力」をクリックし、該当月の「患者番号データ識別番号_YYMM_YYMM.csv」を出力する。

※YYは西暦年、MMは月を意味する（例：患者番号データ識別番号_2410_2410.csv）。

2）「患者番号データ識別番号_YYMM_YYMM.csv」をエクセルで開く。（YY は西暦年、MM は月）

3） 「患者番号」と「データ識別番号」の列を入れ替え、「患者氏名」「生年月日」の列は削除する。
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4）エクセルで開くと数字の頭の 0 が消えるので、0 が残るように書式を変更する。

「セルの書式設定」を開き（Ctr キー＋「１」キー）、 「表示形式」の「ユーザー定義」を選択し、

種類（T）：を G/標準から 0000000000（ゼロを 10 個）に変更する。 ［OK］で閉じる。

5）B列（データ識別番号）が 0詰め 10桁に変わる。

上書き保存する（Crt キー＋「S」キー）。

6）「外来様式１作成支援画面」の［データ識別番号］をクリックする。
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7）島津対応ファイル（DPCEFGList.csv）：の［ファイルの選択］をクリックする。

8）「患者番号データ識別番号_YYMM_YYMM.csv」を選択し、［対応］をクリックすると、対応するデータ識別番号

がはいる。データ識別番号がはいったことを確認して画面を閉じる。 この作業を毎月行う。

9）選択するファイル名は DPCEFGList.csv でなく、「患者番号データ識別番号_YYMM_YYMM.csv」 でもよい。 タ

イトル行は「患者番号,データ識別番号」の２つだけでよい。

患者によってはデータ識別番号が空欄になる場合がある。

４．データ識別番号が空欄の患者（生活保護等の公費の患者）は FF1 作成を行うとワーニングエラーを起こすの

で、FF1 作成は行わず、「未」のままとする。

５．データ識別番号が空欄の場合、入力画面でデータ識別番号は表示されない。 誤って作成した場合には［FF1

削除］をクリックして「未」に戻す。

６．データ識別番号がはいっている患者について FF1 作成、保存を行い、空欄の患者は「未」の状態であること

を確認したら、診療月の選択画面に戻り、作成した診療分の［当月の提出用 FF1 ファイルを生成する］をクリ

ックする。


